
【６月の行事予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 日 曜 行事

1 木 3年修学旅行 16 金

2 金 開港記念日/3年健康観察 17 土

3 土 18 日

4 日 19 月 1学期期末テスト１日目

5 月 総下校13:30 20 火 1学期期末テスト２日目

6 火 21 水 1学期期末テスト３日目

7 水 2年自然教室 22 木 2年歯科検診

8 木 2年自然教室 23 金 総下校14:55

9 金 ２年健康観察（午前中） 24 土

10 土 25 日

11 日 26 月 総下校14:55

12 月 専門委員会 27 火 総下校13:30

13 火 特別委員会 28 水

14 水 29 木 3年生徒・保護者進路説明会１４:４５～/３年歯科検診

15 木 30 金 5，6校時生徒総会

１学期期末テスト前部活動停止期間（14～20）

１学期期末テスト前部活動停止期間（14～20）

【電話連絡】 

朝8：30～40 は、職員打合せをしてお

りますので、学校への電話連絡は、この時

間を避けておかけください。 

（生徒完全下校の30分後を目安に留守番

電話にさせていただきます、） 

【門の施錠】 

《 正門 》：登下校時間帯は開門。それ以

外は閉門しますが、施錠はしません。 

《 神大寺門 》：登下校時間帯は開門、そ

れ以外は閉門、施錠をします。登下校時以

外のご来校の際は正門をご利用ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

                                      

校長   間邊 浩二 

 「空に三つ廊下」ということわざがあります。昔から受け継がれている数あることわざの中で、希少なダジ

ャレ系のことわざです。 

 「降ろうか」「照ろうか」「雲ろうか」の三つの「ろうか」を廊下にかけて、空がまるで「降ろうか、照ろうか、曇

ろうか」と言っているように、天候の定まらないことをしゃれていう語なのだそうです。（日本国語大辞典） 

 昔から、季節の変わり目になると、お天気が変わりやすくなる時期があり空模様が不安定になったりしま

す。現在でも日々「明日の天気は何かな？」など気になるものです。その天気の変動

を予想することは、私たちの日常生活において大きく影響をすることも誰もが知っ

ているところです。 

例えば、松本中学校に関して言えば、先日の体育祭に向けて当日の天気はどうな

るのか。また練習日の天気によって時間割を変更したりしましたね。校外学習や遠

足、修学旅行なども当日の天気は気になるものです。 

スーパーマーケットやコンビニのようなお店を経営している方はどうでしょうか。暑い日が続くようならば

冷たい飲み物やアイスクリームなどの仕入れを多くします。反対に寒い冬の時期であれば温かい食品を充実

させていきます。交通機関で働いている方は、台風など大雨が予想されているときは、安全確保のために万

全の準備や対策を立てて対応しています。このように天気の変動を鑑みて私たちは常日頃から様々な仕事

が進められていることがわかります。 

ところが、最近の天気予報や各報道番組などを見ていると「観測史上初めて～～～を記録しました。」や

「まだ○月なのに、気温が○○℃を記録しました。」など、気候に関して以前までと大きく異なるデータが観

測されるようになってきたことがわかります。先日もまだ５月なのに３０℃を超える真夏日を記録しました。 

こうした現象はおそらく地球規模で大きな気候変動が起こっていることが原因と考えられています。かな

り以前から「地球温暖化」もたらす様々な影響が発生しており、毎年の様に各地で自然災害となって大きな

被害が出てしまっていることにもつながっています。 

だからこそ、こうした気候変動による自然環境の変化に対応していくために、私たちは世界規模でこの地

球環境を守り、人や自然と共存していくための様々なガイドラインを大切に守っていくこと、共通理解を図っ

ていくことが求められているのです。 

空は「降ろうか、照ろうか、曇ろうか」と人間の機嫌を見て考えているわけではありません。いよいよこれ

から、暑い夏を迎えます。そしてようやくマスクの着用も個人判断になり、いろいろな青空の下で、思いっき

り呼吸することができるようになってきました。 

「降ろうか、曇ろうか」という空の二つの廊下には少し控えてい

ただき、「照ろうか」の廊下も猛暑だけはお手柔らかにと言いたい

ですね。 
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令和5年度 学校配当予算 執行計画 

横浜市立松本中学校 

 

① 学校運営費 （単位：円） 

費 目 予算額 主な執行内容 

報償費 280,000 教育活動外部講師・地域協力者への謝金等 

消耗品費 8,285,000 教材・教具、紙、印刷用品、保健、管理、事務関係消耗品等 

食糧費 50,000 来賓接遇茶等 

印刷製本費 134,000 公用封筒印刷等 

修繕料 148,000 教材教具修繕、学校管理備品修繕等 

通信運搬費 123,000 郵券、校外活動に関わる生徒の交通費等 

手数料 100,000 図書装備、ピアノ調律等 

委託料 137,000 廃棄物処理委託、機密文書処理委託等 

使用料及び賃借料 994,900 生徒搬送時のタクシー代、各種ソフトウェアライセンス使用料等 

学用器具費 2,156,000 教材・教具、保健、管理、事務関係備品等 

図書費 1,142,000 図書室用図書 

負担金等 24,000 各種団体への登録料、加盟料、分担金、参加料等 

施設小破修繕料 774,416 校舎・各種設備修繕、窓ガラス修繕 

施設小破手数料 30,000 校舎・各種設備修繕に係る手数料 

校地小破修繕料 87,826 校地設備修繕 

計 14,466,142  

 

② 学校管理費 

 

 

 

 

 

③ 旅費 

費 目 予算額 主な執行内容 

旅費(教職員） 1,628,000 教職員の出張に係る旅費 

旅費（会計年度職員） 4,000 教職員(会計年度任用職員)の出張に係る旅費 

企画料 53,000 教職員の出張に係る企画料 

タクシー借上げ料 15,000 教職員の出張に係るタクシー借上げ料 

計 1,700,000  

 

 

費 目 予算額 主な執行内容 

燃料費 211,000 白灯油等 

計 211,000  

 



 

松本中学校部活動について 

  

１年生の本入部も始まり、新年度の部活動が１３の部活動で本格的にスタートをしました。夏

の大会や発表会に向けて部活動に励んでいきます。 

 

◎部活動一覧 

運動部（グランド部活） 野球部 サッカー部 ソフトテニス部   陸上競技部 

運動部（室内）     女子バレーボール部 バスケットボール部 バドミントン部 

            体操部  剣道部 

文化部         吹奏楽部 美術部  フラワーアレンジ部 演劇部 

 

本校部活動は以下のような目標や方針をもって松本中学校は活動しています。 

 

【部活動の意義・目的】 
 
（１）教育の一環として部活動を奨励し、顧問（本校教職員に限る）・生徒・保護者の理解と協

力のもとで活動する。また、部活動を通じて、豊かな人間性とたくましく生き抜く力をは
ぐくみ。調和のとれた学校生活の実現を目指す。 

（２）部活動は学年、能力、性別の区別なく同じ趣向をもつ者の集まりである。この集団活動を
通して、自己の長所を啓発し個性豊かな人間を育成し、松本中学校の生徒として、自信と
誇りのもてる人間になることを目的とする。 

 
【部活動のねらい】 
 
（１） 生徒が自分の興味や関心に応じて自主的，自発的に活動する中で，個性を伸張し，社会

性や豊かな人間性とたくましく生きる力を育む。 
（２）生徒相互や指導者との好ましい人間関係の構築を図り、自らの目標達成に向けて粘り強く

挑戦し続ける態度を育てる。 
（３）自分の夢や目標に向かって努力することや挑戦することで、喜びや悔しさ、満足感や充実

感、達成感を得られるようにする。 
（４）活動を通して、共に認め合い、仲間や顧問と、深い信頼関係を築くとともに、礼儀や挨拶、

ルールやマナーを守る習慣を身に付けることができるようにする。 
 
【活動方針】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜保護者の皆様へのお願い＞ 

 5 月 8 日より感染症に関する位置付けが変わったことにより、保護者の皆様の観戦等に関す

る規制が緩和されますが、来校・観戦についてのルールは会場により様々です。顧問に確認の上、

生徒の活動に支障のないよう、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
（１）生徒が自ら選んだ活動に対して、３年間続けることができるように支援する。 
（２）主体的に活動する力を育成するために、部員が自ら目標設定や振り返りができる

ように支援する。 
（３）活動を通じて、自分の強みや良さを生かし、自分の取組の成果を大会やコンク

ール、行事等で発揮できるように支援する。 
（４）適切な活動時間内において、活動の質を高め、効率的・効果的な活動を行うこと

で、集中力を育成し、日常生活に生かすことができるように支援する。 
（５）安全に十分配慮し、安心して活動できるように支援する。 
 


